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　芥見町屋遺跡は、長良川の旧渡船場（芥見の渡し）に隣

接する遺跡で、長良川の旧中州上に立地します。鎌倉時代

から明治時代にかけての建物跡、溝、井戸、土坑などがみ

つかり現代の地割が中世までさかのぼる可能性が明らかと

なりました。

　室町時代の屋敷を区

画する溝（写真中央）

が埋められた後に、室

町時代と江戸時代の掘

立柱建物５棟が建てら

れていました。いずれ

の建物も、川の向きに

沿って建てられていま

す。

　安土桃山時代の土坑

の中から、鍛冶滓（鍛

冶の際に生じる不純

物）や金属片約 4.5 ㎏

が出土しました。調査

地の周辺で、鍛冶作業

が行われていたことが

わかります。
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